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　　VI　攣光星の概究書

　憂光星の研究に劃して如何なる書物が利用されるかをこXに記さうミ思

ふ．先づ始めに憂光星の一通りの知識を得るための教科書的のもので今日

なほ重要なるものは次の三班である．

　　1。Caroline．　E　Furness，　An　Introductio1ユto　the　Study　of　Variable　Stars．　Boston

　　　　　and　New　York：　1｛oughton　MiMin　Company　1915

　　2．　K，　Schiller，　Einftil］iung　in　das　Studium　der　ver’anderlichen　Sterne・　Leipzig：

　　　　　Johann　Ambrosius　Barth　1923．

　　3．J．　G．　Hagcn，　S，エ，　Die　vertinderlichen　Sterne，1．　Geschichtlich－technischer　Teil．

　　　」，　Stein．　S．　J．　，Die　verlinderlichen　Sterne　II．　Mathematisch－physikalischer　TeiJ．

　この中前者の二つは一般に攣光星研究の初歩者の爲に書かれたものであ

る．1よりは2の方がいくらか程度が高く，叉新しい材料が取り入れてあ

る．3の第一一巻は四回の分班で嚢行された．そのeg一一一は1913年に出版さ

れ今まで述べた様なこεがもつε詳しく書かれて居る。第二回の出版は愛

光星の齪測方法について書かれたもので1914年に出版され，第三分冊は

その観測の慮理の仕方について論ぜられたもので1920年の出版である．

第四分冊は光度攣化の要素で1921年の出版にかNるものである．第二

巻は1924年に護行されナこもので，攣光星の種々の型の攣光を説明せんミ

して提出された諸家の説を完全に記述したもので，此の中には新星及び蝕

攣光星についても記されて居る．この二珊は非常に廣大なもので專門家の
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ナこめの研究書である、

　次に憂光星の型録について記さう．此の型録の類は統計的研究に．は訣く

可からざるものである．愛光星の型録ミして知られて居る古いものξして

はArgelander，　Pogson，　SchOnfeld，　GOre，　Chandler等のものがあるが，此

等は何れも歴史的に見て意味のあるものであって今日使用されてるないか

らして他日の機會にゆつってこNでは記さないこεにする．

　攣光星研究者にεつて非常に重要な手放すこミの出來ないものεして

Astronomische　Gesellscheftの委託でG．　AIIijt］lerεE，　Hartwigによって出

版せられた

　Geschlchte　und　Litera亡ur　des　Lich亡wechsels　der　bis　Ende　l915　als　sicher

　　　veranderlich　anerkannten　Sterne　nebst　einem　1〈atalog　der　Elemente　ihres

　　　Lichtwechsels．　1，　1918．　II，　1920．　III，　1922

がある．以後輩にGuLざあるは此の書のこεを意味する．第一巻ε第二

巻は1915年の終りまでに確に憂光星εして認められた1687個の星が赤経

順に並べられてある．第二巻の終りには附録の一一ミしてG．Van　Biesbroeck

の助けをかりてE．Zinnerが32個の新星を取扱って居り，附録の第二に

星團の中にある痩光星をC．Ho迂meisterが取扱って居る．而して総て此等

は一一つ一つの星の嚢見の時のこε，その攣光星の研究特に光度曲線につい

ての研究を一つ残らず記して居る．又出來るだけ當時に於ける光度曲線の

新しい要素ξか，その星のスペクトル，或は色について記して居る．この

外筒ほそ0）星の十分詳しい位置ミか，Bonner　Durchmusterungに於ける番

號，叉比較星εかの判って居るものにはそれ等も記載されて居る．

　第三巻は1687個の攣光星に封ずる一覧表である，憂光星を大観するに

便利である．第三巻には更に1915年以後1920までに登見せられた320

個の攣光星Σ15個の新星について第一巻二巻ミ同じ襟な説明がつけ加へ

られて居る．

　此の外に憂光星の型録ミして重用なるものは

　2nd・Catalogue　of　Variable　S亡ars．　Ann。　Qf　the　Harvard　College　Obsetva亡ory　55，

　　　Part　1　1907

　之の補足したものは同天文皇年報のIIにある．
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　純梓に型録ではないが憂光星の研究に役立つものに　Vierteljahrsschrift

der　Astronomischen　Gesel上schaftの中に爽表される全憂光星の極大推算表

がある．1891年から1923年まで毎年E．Hartaigによってなされたもので

あるが，Hatwfgの死後P．　Guthnick，　R．　Prager，　E　Heise等の手によって

なされtc　1926年の推算表では縮計2671個の憂光星を含んで居る．1927

年嶽來は此はViertellahrsschriftカ・ら離れて別にK：leineren　Ver6ffentlichungen

de「Unive「sitatsstemwarte　zu　Berlin－Babelsbergミいふ表題の元に出版され

て居るこεは已に前に述べて置いたこころである，殊に此の中第二號は

Tabellen　zur　Nomenklatur　der　Veranderlichen　Sterneεいふ表題で非常に

有用なものである．之はその星を照し合せる時εか，登見時に於けるその

星の様子を知るに便である．愛光星の色々の文献に於ける符號が一目の下

た明にされる，なほ嚢見時に於ける憂光星の様子をうかがう爲にはドイツ

の天文二二の委員會でA．N誌に登表される憂光星命名表が便利である．

参考のナこめに記しておくE

A．N
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4
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さて次に痩光星を一つ一つ詳しく研究しようε思へば，定期刊行物εか，
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或は各天文蜜の報告εか，或は叉個人の出版物ミかをしらべる必要がある．

夫等のものbe一一一こSで記しナこ時には限りがないからして他日に譲って記

さないこEにする．叉攣光星圖εか比較星な汐は攣光星観測者に必要なも

のであって，此塵では観測の方法或はその慮理法については述べないから

して，直接に必要にはなって來ないから略する，重用な文献については後

になって詳論する揚合に引出さうミ思ふ．

　　VII憂光星の敷
　1926年にi封ずるVierteljahrsschrift　der　Astronomische　Gesellschaftの中

の推算表では縮計2671個の攣光星があるこεは已にのべた．然し此の中

には星團中に嚢見された愛光星は一つも含んで居らな．い．一星團中に獲見

せらるる攣光星の撒は非常なものである．例へばHarvard天文皇で大マゼ

ラニツク星雲中には800個以上の小マゼラニツク星雲では殆31000個位

の攣光星が獲見せられて居る．然し中には数の少いものもある．此はそれ

等の攣光星の極大光度でも14，5等ミいふ微光なるがkめに今日の望遠鐘の

力では到底観測不能に原因して居る．εに角攣光星の撒は毎年著しく増加

する。木耳に攣光星が総てで幾つあるEいふこミは我々が極大光度の下限

を決定しない限り断定するこEは出來ない，E．　C．　Pickeringは1907年に

Harvard天文毫でεつた爲眞の或る部分だけを特に研究して，極大光か10，5

等まで達す礫耀・）帆天で峠南天で峠殊だ嚢見されて居らな

いεいふこεを述べて居る，叉H．Shapleyは6等級までの星ではその3

％が憂光星であるミいふここを述べて居る．

　此等の愛光星の総藪がわからない以上馬町にぞくする髪光星が各さの位

あるかミいふこミは困難なこミであるが，今まで知られずこ優光星を基礎ミ

して大禮の割含を求めて，なほ將來にまで推し進めるこミが出來る．今ま

でのしらべによるε大腿長週期憂光星が全憂光星の牛分，短週期蝕攣光星，

不規則及び何れにぞくするか未決定の憂光星が残りを三等分しナ：位の数で

ある．勿論星夢中に襲見せられた憂光星は此の計算中には撒へられて居ら

ない．此から推して將來攣光星の撒が増加しても，此の比は鯨り攣らない

様に思はれる．
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　　　VIII　未護見の愛光星の数

　今までに護見せられた憂光星の総数は星團中に獲見せられたものを除い

て，ざつε3000個程度のものであり，勝事非常な微光星に到るまでその

攣光が嚢見せられた時には非常な藪に上るこεであらうが，然らば未だ獲

見されないで残って居る攣光星は曹の位あるであらうかεいふ問題は非常

に困難なものX　一一つである．よしんば計算出上るεしても非常に不確なも

のであるこεは明である．何こなれば計算出断るためには何かの假定を設

けて，その假定の上に立ナこなければならないからである．この假定たるや

非常にあいまいなものであるこミは論を待たぬ．今こNでは総ての星ミ攣

光星の数の比は各光級に思して同じものである．換言すれば各号級の総て

の星の何パーセントかが髪光星であるSいふ假定に基いて未卑見攣光星の

数を推察して見る．極大光が9等に湿する檬な愛光星は全部で幾つあるか

εいふこεを上の假定に基いて計算する．それには極大光6等に達する様

な総ての攣光星が知れて居るものミして，此の数に9等星までの総ての星

ε6等星までの総ての星の撒の比一之はArgelanderによるε40：1．Σ

なる一をかくればよい．1921年に封ずるV．∫．S．の攣光星型録を材料に

’するε一但し新星は除く一6等以上の攣光星は90個ある。從って9

等までの星の中にある憂光星の数は3GOOεいふここになる．

Pickeringは全然別の方法を断つナこHarvard天圖から或るきまつナこ爲眞板

を選び出してその中の跨る部分に於ける憂光星を，同じ部分のちがった窩

眞板を重ね合しナここミによって探し出す，さうするε已に知られナこ愛光星

の新しく議見される攣光星の比からして10．smまでの實際に存在する憂光

星の約躯已に知られてゐ・・いふ結果を得ナ・・

　然し實芋餌光星の藪は上にのべた様な耳環上に存在して居る．現在我々

に知られて居る攣光星は比較的光度攣化の大きなものばかりであるが將來

器械の精密度の暦加，及び新しい齪測器械の三明ε共にごく僅かの襲光を

も認め得るに到らば，實際攣光星の数は増’すこxSであらう．
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第二章　攣光星の一般的性質

　　工x　週期，分光型，色

　a），然らば此等の攣光星の一群が如何なる共通性質を有するかεいふこ

εについて一言して置く．勿論精しいεころに到っては各髪光星型に鷹じ

て，それ自饅で特有の性質を有するからして，此のこεについては次篇の

憂光星各論に於ける統計的研究にゆつる．已に以前1831年にHardingは

Astronomischen　Ephemeridenで勿論不確ではあるが愛光星に關して或る

法則を見出して居る．1863年にSch6nfeldは即日位の短い週期をもつた憂

光星ミ，約一年位の週期の攣光星が著しく多く存在するEいふこS，又大

概の攣光星に於ては減光よりも塘光の方が急であるξいふこミ，而して叉

多くの攣光星は赤味を帯びて居るミいふこεを認めて居る．此の憂光星全

艦に通する一般的性質はその後なほ多くの観測材料によって確かめられて

來た．

　b）．次に各憂光星型ε分光型の間には♂んな關係で結ばれて居るか，E．

C．Plckeringによれば大艦次の様に分けられる．

1．三星

2a．ミラ型

2b．　Ugeminorum型

2c，　R　Coronae型

3．　不規則

4．短週期

　a）δCephei型
　　b）

　　c）　星團型

5・蝕攣光星

特殊なるスペク1・ル

th　SしてMd，庇の他にNミR，　Ma，　Mb，　Mc，型it

例外の場合であろ

大概にF型（？）

統一され’て居らない・F型（？）

Ma，　Mb，　Mc，若干のも（D　［t　K亡N．

分光型に多くに光度二化ミ共に著しくかにろ

圭ピしてF，G

ζGeminorUm型F，　G

AからFまで
BからFまで 圭tしてA型

　c＞攣光星の色については∫．Schmidtが黒光週期の増加ε共に赤味をお

ぶ程度も噛して來るミいふ一般法則を見付けて居る。G．　MUIIerは150個の

星を研究材料にミつて此の二二を数：量的に確めた．S．　BellawskiはHarvard

の第二攣光星型録から290個の星を選ぶこεによって十分なる研究をやつ
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f．そのさいに彼は色を表はすにOsthoffの尺度を使用して白＝＝O，明き

赤＝10黒味がかった赤＝・12ミおいt，その結果を第一表に示す．

　　　　　　　　　　　第一表　週期ミ色の關係

週　　期 亭均週期

アルゴール型

短週期型
　　く100N
100N一　200H
200　一20ro
250　一300
300　一350
350　一　400

400　一450
450　一500
不　規　剣

lO日

80
163
226
274
325
374
4工8

474

色の雫均

8
4
4
1
1
5
8
7
4
9
3

0
2
3
5
4
5
5
6
7
7
7

星の籔

3
0
4
4
4
5
9
6
4
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

1
2
　
2
3
3
4
3
2

此の表によって見れば明かに上述の關係があるこミを示して居る．

　d）・一般に星の色ε分光型の間には直接の旧記のあるミいふこεはよく

知られた事實である．この關係は攣光星の色ミ分光型の間にもあてはまる

こεは論をまfこない，W．　S．　FranksはH．　A　55，1から材料を取って，此

を：Pickeringの分類に二って攣光星を並べて上述の關係をしらべて見た・

彼は271個の星の中三六スペクトルをもった2個の星ε，特殊スペクトル

をもつナこ8個の星を除いた261個の星について次表を得ナこ，

　　　　　　　　　　　第二表　分光型t色の關係

bp
�
ｳ
著
缶

分光型：
｛
：
塁
：

削飴瀬
Il　（io）

4（2）

2

目
H

目

5　ll
pt．p　’！I

　Mb　1！

Mc　Mc，　i

　Md
　N　　i
　　　！1

2

纏、　計　　10　　8

（1）

5（1）

5

8

19

黄

1
2
0
0
一
2
1
16

25

昌昌

2

1
1
1
り
d

　
　
　
4

47

1
2

2
1
6
5
8
6

　
　
　
　
4

71

黄赤

2
2
ρ
0
0
2

　
　
　
0
D
9
一

6・）．

赤

1
2
1

　
　
1
14

深紅

5

U
り

総計

1
4
7
・
1
5

1
　1

　4

　5

　9
13

14S

44

261
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　上段の括弧で示しt：　14個の星はアルゴール型攣光星であり，残り24個

は短週期攣光星である，下段の261個の中165個は長週期攣光星で，此の

中142個は分光型Mdのものである．しかも120＝42十48十30は電導，

澄，騰馬のものである．次に58個はPickeringの分類のIIIにあtcる不規

則攣光星である．分光型N型0）44個の中16個はPickeringによる分類の

工1に，而して28個はIIIにぞくする．何れも色は澄赤である．　IIIに於て

は色による分光型の分布は大抵一・様であるが一つの著しい極大がある．然

しNに於てはその牛分の26個は澄赤である．

　　X光度　曲　線

　光度曲線の統計的研究には先づ光度上昇及び下降の縫績時間の比をもつ

て表はす。之を表はすに撒餌的には三通りの方法がある．師ちM及びm

を極大光及極小光の時刻εしPを光度等化の週期Eする．然るεきは

　　　　　　IR．＝（M－m）f（P－m－M）　（1）
或は　　　Ct＝｛2（M－m）十P｝ノP　　　　　　　　　　　　（2）

或は又　　E＝（M－m）／P　　　　　　　　　　　（3）

の三通りで光度曲線の不労構を言ひ表はすこミが出來る，（1）はChandler

によって，（2）はPickeringによって，（3）はTurnerによって夫々始めて

使用せられkものである．若し光度攣化に於て上昇及び下降時間が同じで

あるならば或は極大光に刑して光度曲線が平門（必ずしもさうEは限らな

い．多くの場合にはさうである）の時には（1），（2），（3）の明野は

　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　R＝1，　E＝＝　t，　ct　＝．O　（4）

ミなる．」叉（1），（2），（3）の相互關係は

　　　　　　　．R　M－m　1＋ct
　　　　　　可＝　P　＝丁　　　　　　　　　　　（5）

なる形で表はされる．

　’今後何等こごはりのない時はM，m，　P，　R，　Ctε，醜いふ量は夫々上記の

ものを表はして居るこεNする，光度曲線の様子を表はすナこめには普通E

の値：が最もよく使はれる．然し此のεの値：だけが光度曲線の形を十分に表

はすものではない．何εなればεの値：が同じであっても光度曲線はいくら
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でも掛り得るものであるから．

　εの値：を利用して週期Sの間に如何様な關係があるかを見てみなそれ

がテこめにGuLから：P或はM－mの不確な星を除いナこ絡ての星を材料こし

て取って騰るL然る時は我々は第四表を得る・

　　　　　　　　　　　第四表　　ε定遍期の關係

＼
1　0－1

1＿10 10－100

　　　　　　1100＿200・200＿300

@　　　　　1
300－400 ＞400 合計

C．00－0．05 2
E
1

2

0．05－0ユ0 5 1 6

0ユ0－0．15 15 0 2 17

OJ5－0．20 3 1 3 1 18
0．20－025 4 7 0 0 1 1　12

0．25－0．30 4 13 4 1 0 ユ 23

0．30－0．35 3 17 7 1 1 4 4 37

0β5－0．40 4 5 9 1 5 12 4 40

0．40－0．45 0 4 6 10 34 23 U 88

0．45－0．50 1 3 7 20 32 23 5 91

0．50一・0．55 1 1 4 5 5 2 4 21

0．55－0．60

@　　　　　　　｛ 「
3　i
@　　l

1 2 6

0．0－0．2 61％ 496 12％ 0％ 1％ 0箔 0％ 9．4鮨

0．2－0．4 37 80 47 4 9 26 31 3L9

0．4－0．5 2
　
　
1

14 31 75 83 68 55 51．0

＞0．5 0 2
　
　
ヌ

10 21 7 6 玉4 7．7

上表の下段は割合を示したものである．この表は総てで351個の星に基い

て居る．此の中で135個は短週期憂光星である．Pく100口で分光型Mの

こつの星は除いてある．

　この表から次の結論を導くこEが出罵る．

　短週期憂光星に於ては週期が短い程上昇が急激に行はれる，之に反して
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長週期愛光星に於ては週期によってかXる著しき攣化を示して居らないが

然し短週期攣光星に於ける程光度曲線の不運稻なものが少くなる．上昇の

方が下降よりもゆるやかに行はれる様な攣光星は長週期のものばかりに限

られては居るがそれでもその撒は非常に少い．

　　XI分　　布’

　攣光星の銀河緯度による分布の一般研究は始めにE．Zinnerによって行

はれたZinnerは1912年に封ずるHartwigの憂光星型録を研究材料にε

つた．Zinnerの得た結果を第五表に示す．第ご行目のnの下に示しナこ撒

字は統計に使用されし憂光星の撒，第三は銀河緯度十lo℃一100の間には

さまれた幣の中にある全攣光星をユこしナこ時の各幣のそれに封ずる割合を

示し，最後の行は濾ての星の分布歌態を同じ様に示したもので此はSeeliger

が算へたものである．

　　　　　　　　　　　　第　　　五　　　表

銀河緯度 n 密　　度

ｹ光星
　　　総ての星

十90。　　十70。 10 o．14 0．35

十90　　　十50 62 029 0．37

十50　　　十30 101 0．31 0．45

十30　　　十10 248 0．63 0．68

十10　　　i10 422 LOO 1．00

＿10一　　一30 238 0．60 0．77

＿30　　　＿50

黶E・一・・

P
＿
7
0
　
－
g
o
　
1

　　　　　　　93

@　　　　　　43

@　　　　　　17
P

0．29

O．20

O．23

0．47

O．41

O．38

此の表によれば憂光星の方が他の総ての星よりも銀海の方へ著しく密集し

て居るxSいふこεを我々は照るこミが出頬る，此は主ミして週期の長い方

のδCepbei型攣光星や蝕攣光星が銀河の近くに非常に密集して居るεい

ふ事實に起因するものである．
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一
　以上で此の篇の攣光星に關する豫備的知識を終って置かうミ思ふ・書き

出せばまだまだ書くこEはあって・これだけでもゆうに一回の本Eなり得

る位であるが，讃者も少し厭味がさして來たらうε思うから先づこの邊り

で筆を凋めるこεにする，而して次からはこの稿の主目的たる憂光星各論

に移らうミ思ふ上に記しずこ憂光星の性質ミいふやうなものに關しては再

びそこで各攣光星型について詳しく記るすこεがあるε思ふ・なほ暇にま

かせて部分的に思ひ出したこS，讃んだこεを書き綴たのであるから・或

は二重になつナこり或は前後入れちがったりして居るミころも多くあるであ

らうε思ふが，その黙はゆるしていただ．きナこい・

小児辮　日

　　壮時小見の日を興する一事あり．男子に見ゆ．云ふ

　　孔子東遊せるの時爾小児の山門するを見る．その故を問ふ．一児日は

く「我日の始めて出つる時を以て，人を去る近しミし，日中を以て遠しε

す．」一調は「日の初めて撃つるを遠しεし，日中を近しεす．」一見日はく

「日の初めて出つるや大なるこε：車馬の如く，日中に及べば自11ち盤孟の如

し．此れ遠き者小にして近き者大なるが爲めならざるか」一児曰はく「日

初めて出つるや愴槍涼涼，その日中に及べば探湯の如し此れ近き者熱く

して，遠き者涼なるが忌めならざるか」ミ．孔子答ふる能はす．爾小児曰

はく「敦れか汝を多智なりE謂ふ乎」　讃者諸兄如何に？

…
…

…賄
一
…

…飛　潤
一
し

　五月九日の皆蝕日食観測の爲スマbラへ遠征した山本博士から下

の如く大成功を報じて來た．

　Eclipse　well　observed　good　corona　prominence　through　cloud

　gaps　fourty　five　photo．crraphs


